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■樹木モデル(tree-based model)とは 

 

説明変数の値を何らかの基準をもとに分岐させ、判別・予

測のモデルを構築する。 
 

 回帰問題 →回帰木(regression tree) 

 分類問題 →分類木(classification tree) 

                  決定木(decision tree)  

 
非線形回帰分析・非線形判別分析の1つの方法 



■樹木モデルの基礎 
アルゴリズム 概要 分岐基準 

CHAID 
 

Hartigan（1975） 
AID(Automatic Interaction Detection)の
発展 

 

カイ2乗統計量 
F統計量 

C4.5/C5.0/ 
See5 

J.Ross Quinlan（1986） 
機械学習のアプローチで発表した
ID3(Iterative Dichotomiser 3)の改良版 
２進木になるとは限らない 

利得比(gain ratio) 

CART R.A.Olshen, 
C.J.Stone,J.H.Friedman(1970s~1980） 
・説明変数を２進木に分岐させる 
・データと対話しながら樹木の剪定を行う 

ジニ係数 
ジニ多様性指標 

+ 
情報利得

(information gain ) 



■ケーススタディ～分類木～ 

同じ結果を出すため 

パッケージmvpartがインストールされていない
と図のスタイルが若干異なる 

Digitは返す値の小数点以下の 
桁数を指定する引数 

ⅰ.木の生成 



Plotとtextを用いてグラフを作成 

関数rpartによるirisの分類木 



ⅱ.木の剪定 

Min＋１SE＝

0.1+0.030551=0.130551 



cp=0.02で剪定したirisの分類木 

Iris.rpのpLotcpのプロット 



ⅲ.判別 

Irisの奇数行のprintcpプロット 

奇数行と偶数行に分ける 

モデルiris.rpを生成する際
には同じ結果を出すため、
乱数の種set.seedを使う 



作成したモデルを用いた予測・
判別はpredict 

ⅳ.コントロール 

– Help(rpart.control)にて確認可能 



■ケーススタディ～回帰木～ 

rpartによるデータcarsの回帰木の生成 

 （自動車の速度とブレーキから停止までにかかる距離のデータ） 



４つの葉に剪定 

データcarsのplotcpプロット 

データcarsの回帰木 



■ケーススタディ～多変量回帰木～ 

• 多変量回帰(multivariate regression) 

  -目的変数が複数である回帰分析 

 

データspider 

 28行18列のデータフレーム 

 左12列 異なる蜘蛛の種類の分布    →目的変数 

 右6列  雲狩りの環境に関するデータ →説明変数 

 





主成分分析 

データspiderの多変量回帰木と主成分の散布図との結合 



■パッケージ 

• tree 
– 木を生成する関数tree 
– Parition.treeは折れ線回帰図や分割分類図が作成可能 

 

 

 

• Rweka 
– データマイニングパッケージWekaのRバージョン 

– C4.5のアルゴリズムによる関数J４８がある 

 
 

 



i.tree 

折れ線回帰 

散布図上の分類木の結果 



ⅱ.Rweka 





• パッケージpartyの作図関数 

2分木を制御 


